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健康成人の血清ペプシノーゲン値と身体測定値，

血液生化学検査，飲酒，喫煙との関連

傅田 和美 藤林 しむ 瀬古知永子

中村 健一 江幡 良晴 八上 享司

目的　我々は血清ペプシノーゲン（PG）各成分値を測定するとともに，同一対象者について健康診断時の

身体測定値，血清生化学検査値，問診による飲酒と喫煙の情報を調べた。これらの因子と血清PG各成

分値（血清PGＩ，PGⅡ，PGＩ/Ⅱ比）との関連について検討した。

対象と方法　上部消ｲﾋ管内視鏡検査または上部消化管造影検査の結果が正常または慢性胃炎のみであった40

歳代の男性452人を対象にした。血清中のPGＩ値，PGⅡ値を測定し，健診の身体測定値，血液生化学

検査，問診による飲酒量・喫煙量との関連を調べた。

結果　1.　身体測定値・血液生化学検査・飲酒量・喫煙量を3群に分けて血清PG各成分値の比較をする

と，血清PGＩでは身長，体重，体表面積，GOT，GPT，クレアチニンが，血清PGⅡでは体重，体表

面積，GPT，ALPで有意な差を認めた。PGＩ/Ⅱ比では有意な差を認めた測定値はなかった。

　2.　三木らが提唱する胃がんスクリーニングでのPG法の判定基準（血清PGＩ値70 ng/ml以下，か

つPGＩ/Ⅱ比3.0以下を陽性）を用いて陽性者と陰性者にわけると，2群間で健診各測定値すべてにつ

いて差を認めなかった。

結論　1.　血清PG値は，体格，トランスアミナーゼ，クレアチニンと関連があった。

　2.　三木らが提唱するPG法の判定基準を用いた結果は，血清PG値が体格や血清生化学検査値と関

連をもっているにもかかわらず，すべての健診各測定値と関連を認めなかった。
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